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授業　　熊野町立熊野中学校
研修グループ　Ｂグループ　　　　　　　　

東広島市立八本松中学校
大崎上島町立大崎上島中学校
広島県立広島中学校
　

１　日　　　時　平成28年11月16日（水）６校時　14：15～15：05
２　場　　　所　第２理科室
３　学年・学級　第２学年２組（31名  男子14名　女子17名）
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（1） 単元観
中学校学習指導要領理科（平成20年）では，本単元について，「生物の体は細胞からできていることを観察を通して理解させる。また，動物などについての観察，実験を通して，動物の体のつくりと働きを理解させ，動物の生活と種類についての認識を深めるとともに，生物の変遷について理解させる。」としている。
まず，第１章で，観察・実験を通して生物の体が細胞からできていることに気付かせ，植物や動物の体の成り立ちを細胞のレベルで理解させる。第２章では，第１章の学習を踏まえ，観察・実験をもとに，消化，吸収，血液循環などの動物の体のつくりや働きを物質交換の視点から理解させるとともに，動物が外界からの刺激に反応する仕組みを体のつくりと関連させて捉えさせる。第１章，第２章の学習をもとに第３章では，動物がいろいろな観点から分類できることを学習し，最後の第４章では，第３章で学んだ脊椎動物を中心に，現存する生物は過去の生物の進化によって生じたものであることに気付かせる。
こうした一連の学習を通して，動物についての総合的な見方や考え方を養うとともに，生物への興味・関心を高め，生命を尊重する態度を身に付けさせることがねらいである。
（2） 生徒観

これまでに，生徒は本単元にかかわるものとして，次のような学習をしている。
・植物の葉や茎には，細胞や葉緑体があること（中学校第１学年）
・ヒトの体には，呼吸，消化，排出および血液の循環など，生命活動を維持するための様々な器　　　官があること（小学校第６学年）
・ヒトの体には骨と筋肉があり，その働きによって体を動かすことができること（小学校第４学年）
・昆虫の成体は，頭部，胸部および腹部からできていること（小学校第３学年）

これらの学習に加えて，動物の飼育経験，動物園や水族館での観察，野外での観察など，観察の機会を多くもち，動物の不思議さをもっと知りたいという関心が高い生徒がいる。
広島県「基礎・基本」定着状況調査の生徒質問紙によると，「理科の勉強は好きです。」と答えた生徒が92.9％，「理科の授業はよく分かります。」と答えた生徒は95.3％と９割を超え，理科の授業に対し，好意的にとらえている。また，「観察や実験を行うときは，その目的は何かを意識しています。」と答えた生徒は91.8％，「観察や実験の結果から，どのようなことが分かったか考えています。」と答えた生徒は94.1％と観察・実験に対しての意識も高い。しかし，「自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしています。」と答えた生徒は71.8％で，そのうち「よくあてはまる」と答えた生徒は41.2％と５割を切っている。自分の意見を表現することは十分とはいえない。
（3） 指導観

観察・実験においては，自分の体や諸感覚を使って調べられる観察・実験を取り入れ，生徒の興味・関心をしっかり高めていきたい。次に，予想や仮説を立てたり，実験の計画をするなどの指導を行い，見通しをもって観察・実験を行わせていきたい。また，実験結果を仮説に照らして考えさせることで，的確な考察を行わせたい。さらに，自分の意見を根拠を示して他者に説明する場面を設定し，思考力・表現力を育成していきたいと考える。これらの学習を通して，生命を尊重する態度や動物愛護などの心が養われるようにしていきたい。

	（ア）自然事象への
関心・意欲・態度
	（イ）科学的な思考・表現
	（ウ）観察・実験の技能
	（エ）自然事象についての
知識・理解

	生命を維持する働き，刺激と反応に関する事物・現象に進んでかかわり，それらを科学的に探究しようとするとともに，生命を尊重しようとする。
	生命を維持する働き，刺激と反応に関する事物・現象の中に問題を見いだし，目的意識をもって観察，実験などを行い，動物の体が必要な物質を取り入れて運搬する仕組み，外界の刺激に反応する仕組みなどについて自らの考えをまとめ，表現している。

	生命を維持する働き，刺激と反応などに関する観察，実験の基本操作を習得するとともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。
	動物の体が必要な物質を取り入れて運搬する仕組み，不要な物質を排出する仕組み，外界の刺激に反応する仕組みなどについて基本的な概念や規則性を理解し，知識を身に付けている。



（全７時間　本時２／７）
	時
	学習内容
	評　　　　　価

	
	
	関
	思
	技
	知
	評価規準
	評価方法

	１
	
・コンセンサスゲーム（宇宙）をしよう
	○
	
	
	
	ア①　コンセンサスゲームに意欲的に取り組み，生命を維持する働きについて考えようとしている。
	行動観察
ワークシート

	２（本時）
	
・だ液の働きを調べよう(1)
	
	○
	
	
	イ①　だ液の働きによって，デンプンが糖に変化するかどうかを調べる方法を考え，説明することができる。
	行動観察
レポート

	３
	
・だ液の働きを調べよう(2)
	
	◎
	○
	
	ウ①　だ液によって，デンプンが分解されることを実験によって調べることができる。
イ②　実験結果から，デンプンの分解をだ液の働きと関連付けて考察している。
	行動観察
レポート

	４
	
・おもな消化液と消化酵素の働きを知ろう
	
	
	
	○
	エ①　いろいろな消化酵素の働きにより，食物の成分が小腸から吸収されやすい小さな物質に分解されることを説明できる。
	発表
ワークシート

	５
	
・小腸のつくりと働きを知ろう
・肝臓の働きを知ろう
	
	
	
	◎
○
	エ②　柔毛が無数にある理由を効率的な養分の吸収と関連付けて説明できる。
エ③　栄養分を貯蔵し，有害な物質を無害な物質に変える肝臓の働きを理解している。
	発表
ワークシート

	６
	
・肺のつくりと働きを知ろう
	
	○
	◎
	
	ウ②　肺の内部には，肺胞という無数のつくりがあることを観察により見いだすことができる。
イ③　ブタの肺の解剖を通して，肺の内部にたくさんの肺胞があることの意味を考え，表現できる。
	発表
ワークシート

	７
	
・これまでの学びをもとに，体内でのエネルギーのつくり方を知ろう
	
	
	
	○
	エ④　消化酵素の働きにより分解された養分と，肺から取り入れた酸素を用いて，細胞でエネルギーがつくられる仕組みを説明できる。
	発表
ワークシート


※各時間の詳細については，別紙単元計画を参照してください。

（1） 本時の目標
だ液の働きによって，デンプンが糖に変化するかどうかを調べる方法を考え，説明することができる。
（2） 本時の学習展開

	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準
	評価方法

	
○ごはんにヨウ素液をかけ，その変化からデンプンが入っていること確認する。

○ごはんをかんで甘みを感じる。


○仮説を考える。

○今日のめあてを確認する。


○糖を調べる方法を知る。

○自分の考えを書く。

○班で話し合い，ホワイトボードを使用して発表資料を作成する。


○派遣員方式の説明方法を確認する。

· 班内を２つに分け，ＡグループとＢグループとする。
○Ａグループが他の班に行って，説明をする。Ｂグループは他の班から来た派遣員の説明を聞く。

○自分の班に戻って，受けた質問などをシェアし，班の意見を補強する。

○Ｂグループが他の班に行って，説明をする。Ａグループは他の班から来た派遣員の説明を聞く。

○自分の班に戻って，受けた質問などをシェアし，班の意見を補強する。

　　
○学級全体で，班で考えた実験方法の説明を聞く。


○「今日のめあて」を再確認し，振り返りを行う。


	○演示実験
　ごはんにヨウ素液をかけ，青紫色になることを教材提示装置で見せる。

Ｔ：何色になりましたか？

Ｓ：青紫色

Ｔ：ということは，ごはんには何という物質が入っているのかな？

Ｓ：デンプンです。
Ｔ：世間では，デンプンの入っているごはんをよくかむと甘くなるといわれていますが，ほんとうでしょうか？
Ｔ：甘いということは，どんな物質ができたんだと思いますか？

Ｓ：砂糖かな。

Ｔ：ごはんを食べて確かめてみましょう。

○ごはんは，あらかじめ一口サイズに小分けしておき，班の人数分を取りに来させる。

Ｔ：ごはんを30回以上しっかりかんで味わってください。

Ｔ：甘くなりましたか？

Ｓ：甘くなりました。

Ｓ：甘くなりません。

Ｔ：どっちなんだろうね？

Ｔ：しっかりかんだということは，デンプンとだ液がしっかり混ざったということだよね。
・ごはんとおかゆの写真を提示し，かみつぶしただけでは味は変わらないことを確認する。
 ○仮説を個人でワークシートに書かせる。
・糖になると思う。理由は，ごはんをかんだら甘くなったから。

・糖にならないと思う。理由はごはんをかんでも甘くならなかったから。

Ｔ：ところで，糖になったかどうかを調べる方法を知っている人？
○ベネジクト液を用いて糖を検出できることを知らせる。

○演示実験

・水に砂糖を溶かしたものにベネジクト液を加え，加熱して見せる。

○デンプンは，デンプン溶液（のり状）を用いることを伝える。
○ワークシートにまず自分の考えを記述させる。
・考えが書けそうかどうかをＧカードで確認する。書けそうであれば青，書けなさそうであれば黄を表示させる。
・書くことができないでいる生徒には，ヨウ素液やベネジクト液を用いることは確認し，どの条件をそろえて対照実験をすればいいか助言し，思考の手助けをする。

○自分の意見を班の中で発表し，班の意見を決定させる。
・もっともらしい意見に収束してもよいし，いくつかの意見を合わせてもよい。
・時間を制限して，話し合わせ，ホワイトボードに記入させる。
○派遣員方式とは，班を２つのグループに分け，片方のグループは他の班に行って自分の班の意見を説明し，もう片方のグループは他班の説明を聞くという方式である。
・教師が机間指導で，各班の意見を把握し，意見の異なる班を意図的に組み合わせる。
○説明を聞いた後，質問（つっこみ）を入れさせる。

○「質問のポイント」を確認する。

・課題が解決できているかどうか。（デンプンが糖に？）ここを強調する。

・その実験だけで証明できるか。（対照実験の考え方）

・机間指導を行い，説明や質問が足りない班には，助言を行う。
○Ａグループに自分たちが受けた質問をＢグループに報告させ，自分たちの意見を補強させる。

○説明を聞いた後，「質問のポイント」を意識して質問をさせる。
・机間指導を行い，説明や質問が足りない班には，助言を行う。
○Ｂグループに自分たちが受けた質問をＡグループに報告させ，自分たちの意見を補強させる。
○班で考えた実験方法を学級全体で説明させる。

・十分な実験方法を考えた班と不十分な班を意図的に指名する。
○本時の授業を振り返り，自己評価カードに記入させる。

○次時の予告をする
○各班のホワイトボードは写真に撮り,次の時間に配付する。
	

○デンプンが，だ液の働きによって，糖に変化するのかを調べる方法を考え，説明することができる。

	　Ｇカード

行動観察

　　発表

ワークシート

自己評価カード



課題　だ液はデンプンを糖に変えるのか？
今日のめあて　だ液の働きによって，デンプンが糖に変化するかどうかを調べる方法を考え，説明することができる。

　　○結果　甘くなった○人　甘くならなかった○人　

　　　　　糖を調べる試薬：ベネジクト液
　
平成28年度中学校理科教育推進研修Ｂグループ　　理科学習指導案


単元名：動物の生活と生物の変遷


第２章　動物の体のつくりと働き











単元設定の理由





単元の評価規準





指導と評価の計画





課題設定





情報収集①





情報収集②





情報収集③





情報収集④





情報収集⑤





整理・分析





本時の学習





１　既習事項の振り返り（２分）





２　課題をつかむ（６分）





【課題】　だ液はデンプンを糖に変えるのか。





３　今日のめあてを確認する（５分）





【今日のめあて】だ液の働きによって，デンプンが糖に変化するかどうかを調べる方法を


考え，説明することができる。





４　実験方法を考え，班で話し合ってホワイトボードを完成させる（１８分）











５　班で話し合った意見を他の班に説明する（１５分）











６　まとめと振り返り（４分）











【まとめ】（例）デンプン水溶液が入ったＡ～Ｄの試験管に，Ａ：水＋ヨウ素液，Ｂ：だ液＋ヨウ素液，Ｃ：水＋ベネジクト液，Ｄ：だ液＋ベネジクト液を加えて実験する。実験結果が，Ａ：青紫色，Ｂ：変化なし，Ｃ：変化なし，Ｄ：黄色～橙色となれば，だ液の働きによってデンプンが糖に変化したと言える。





Gカードとは，表が黄色，裏が青のカードで，自分の意思を表示するためのカードである。（生徒が全員所持している）





【少人数グループの活用】


班で意見交換をし，発表資料を作成する。





板書計画





質問のポイント


・課題が解決できているかどうか。


・その実験だけで証明できるか。





ごはん（デンプン）





よくかむ


（だ液と混ざる）





甘くなる？








